急な 出発で あるから、 僕 は いささか 未練が ましく 延期 

を 求めた が、 博士 は 気の毒 そうな 顔で 首 を 左右に ふつ 

た。 

「この 機密が 漏洩す る こと を 極端に おそれる のです。 

さっき も 念 を 推してお いたが、 この こと は 誰に 対して 

げんぴ 

も 厳秘 を 守って いただきたい。 日本人の 貴方 ゆえに、 

充分 信用して はいるが、 これ はわれ われの 任務の 成否 

に関する 重大な 岐路と なる のでね え」 

「大丈夫で すよ、 そんな こと …… 」 

僕 はそう いわざる を 得なかった。 「非常な 超 冒険 旅 

行 I に 出る という こと だけで は どんな こと をす るの か 



分らない のに、 そのこと さえ も 厳秘 だとい うので ある- 

リ ー マン 博士の そのと きの 硬ば つた 顔 付、 額に ねつと 

りと 滲み出た その 汗から 見て、 博士 はたい へんな 責任 

を 背負って いる ことが 分った。 

とうと つ 

それにしても、 まことに 唐突の 出発で ある。 いくら 

僕みたい な 人間で も、 この ベルリン にあと 十数 時間し 

も わ 

か いられな いの だと わかる と、 周章て ざる を 得ない。 

僕 は 町へ 出て、 生活必需品の 買い集めに 狂奔す る 決 

心に なった が、 いよいよ そこで * 刷子 はじめ 一 ニニの 品 

物 を 買う と、 もうあと を 買いに 歩く のがい やにな つ た- 

品物の 方 は 早速もう 諦め、 あと は ポケット を ふくらま 



せて いる 紙幣 束 をい かにして 今夜のう ちに 費い 果たす 

かにつ いて 頭 を ひねる ことと なった。 

うおと 

「そうだ、 同業の 魚 戸 氏に 挨拶して いって やろう」 

魚 戸 氏 は、 僕と 同じく 報道 員で ある。 だが 彼と 僕と 

は、 所属の 会社 を 異にして いるので、 はっきり いえば 

競争者で あり、 もっと はっき リ いうと 敵手で ある。 僕 

はま だ 二十 五 歳 だが、 彼 は 僕より 十四 五 歳 も 上の 先輩 

だ。 しかし 仕事の 上で は 同じ こと を やって いるので、 

君 僕の 間柄 だ。 これまでに 随分ぬ いたりぬ かれた リし 

ていが み 合った 仲 だが、 それ もい よいよ 今夜で おしま 

いだ。 そう 考える と、 いささか 感 ss が 起る。 そこで 一 



その 夜の 集合場所 は、 郊外 Z 九 号の 飛行場であった。 

シャ ルン スト 会堂の 前から 入り こんでいる 地下道 を 

下って いくと、 今い つた Z 九 号 飛行場に 出る。 もちろ 

ん これ は 地下 飛行場で ある。 

僕 は、 ふらふら する 足 を 踏みし めて、 清潔に 掃除の 

ゆきとど 

行 届いて いる 地下 舗道 を 下りて いった。 すぐ 改札口に 

出る。 僕 は、 リ— マン 博士から 渡された 切符 を 見せる。 

でかい 腹 を 持った 番人が、 切符に 鉄 を 入れて、 僕に 

返しながら、 



ら手巾 を 出そうと すると、 これ はどうい うわけ か 手に 

力が はいらない。 

し ま 

(失敗った …… ) 

と 身 を 起そうと したが、 それ も 駄目であった。 目の 

前が 急 に 真暗に なった と 思う と、 ぴかぴかと 星の よう 

な ものが 光った。 それつ きり 後の こと は 憶えて いない。 

どこ を どう 引張リ 廻され たの か 知らない。 何時間 だ 

か、 何十 時間 だか、 それとも 何日 間 だか 知らないが、 

とにかく 相当 時間が 経過した あとで、 ぼく は 気がつい 

た。 

僕 は 温い 部屋の 長椅子の 上に 長々 と 寝て いた。 



腹が立った。 

「リ— マン 博士。 この 仕 打 は、 あま リ 感心で きません 

ね。 僕に 一言の ことわり もな く、 知覚 を 奪って こんな 

牢獄へ 引 張り込む なんて …… 」 

僕 はわ ざと 牢獄と いう 言葉 を 使 つ た。 例の 箱 型 自動 

車 十三 号の 中で 僕 は 電灯の スィッチ を ひねる と共に 

こんとう 

昏倒した こと を、 このと きになって 思い出し たの だつ 

た。 

「岸 君。 どうぞ 何事 も 善意に 解釈して ください。 お 約 

束 どおり、 午前 二 時、 Z 九 号 飛行場 を 自動車が 動き 出 

したと きに、 貴方 は 今回の 超 冒険 旅行の 途 についた わ 



驚^ 



正 六面体の 部屋の 中に 幽閉され た 僕 は、 それから 二 

時間 あまり を、 地獄の 生活と はこん な もの かと 思う 程 

のな さけない 気持で もって 送った。 

その 間に、 僕 は 戸口のと ころへ いって、 把手 を 廻し 

て 押してみ た。 扉 は 錠が 下りて いるら しく、 押せ ども 

蹴れ ども、 開き はしなかった。 

しゃく じゅうき 

もう 無体に 癩に さわって きて、 そこらに ある 什器 

家具 を 手 あたり 次第にぶ ち 壊して やろうかと 思い、 ま 



やつ てだま 

い 奴 だ、 僕 を 散々 手玉に とりやが つて …… 」 

僕 は 魚 戸 をぐ つと 睨みつ けて やった。 ところが、 魚 

いきしょうちん 

戸 は、 意気 悄沈、 今にも 泣き出し そうな 顔 をして いた。 

四十 男の ベ そ を かいたと ころ は、 見ち や いられない。 

「おれ は 一 杯 はめられた」 

魚 戸 は 吐き だすよう に、 これ だけい つて、 僕の 傍に、 

< ず 

崩れる ように 腰を下ろした。 魚 戸の 顔色 はよ くない。 

「君 は 一 杯 はめられた というが、 その 君 は 僕 を 一 杯 は 

めた のじ やない かね、 リ ー マン 博士と 共謀して …… 」 

「それ は 君の 誤解 だ。 だからといって、 君の 疑惑が す 

ぐ 融ける と は 思わない。 それ はいずれ ゆっくり 釈明す 



停った。 「本当 かい、 それ は ：•：. 。 で、 ロケットで どこ 

へ 飛ぶ のか」 

「分らない。 どこへ 行く のか。 おれ は 知らない。 しか 

し 一 万 トン 級の ロケット を 飛ばす ところから 考えて、 

地球の 上の 他の 地点へ 行く のでない こと だけ は 確か だ 

と 思う」 

「冗談 じ やない ぞ」 

と、 僕 は 叫んだ が、 それ は 魚 戸の いう こと を 否定し 

た 意味ではなかった。 

二人 は、 急に 黙って しまった。 「非常な 超 冒険 旅行」 

が 何で あるか、 その 神秘な 実体が ようやく ヴェ ー ルを 



得なかった。 

イレネ は、 過日 魚 戸と 一緒に 歩いて いたと きと は 別 

と ：r- すま 

人の 如き 取 澄した 表情で 僕たちの 前に 立ち、 六 人の 記 

者 を 一人一人 紹介す ると、 そのまま 部屋 を 出て いこう 

とした。 

「もし、 宣伝 長。 ちょっと 待った」 

と、 僕 は 声をかけ たので あるが、 イレネ は 冷然と 僕 

の 方に ふりかえり、 

「艇長 リ— マン 博士から 命ぜられ たこと 以外に、 お 

しゃべ 

喋りが 出来ません。 あなたがたの 紹介と、 ここ を 記 

者 倶楽部に する ことと、 宣伝 長の わたくしが 艇長と 皆 



「おやおや。 それ はどう も …… 」 

僕 は 後 を 振 返って 魚 戸の 顔 を 探した。 魚 戸の 奴、 

あ わ たばこ くわ 

周章て くさ つ て、 ポケットから 莨 を 出して 口に 啣 える _ 

フランケ は 言葉 を 続けて、 

「なお、 本艇が 予定の 航程 を 終了す るまでに は、 相当 

の 出産が ある ことでしょう。 三 四十 人、 いや 四 五十人 

は あるか もし れん」 

「赤ん坊が 四 五十人 もこ こで 生まれる つ て …… 」 

僕 は 笑おうと して、 ふと 気がつき、 笑う の を 中止し 

た。 その代り フランケの 前に 進みより、 

「フランケ 君。 君 は 本 艇の全 航程が 何ケ 年ぐ らいか か 



「おい 岸、 つまらん ことで 歎くな よ。 それ は 最も 恐ろ 

しい 神経衰弱 症の 入口 を 作る からね え」 

魚 戸が 傍へ 来て、 僕の 肩 を 軽く 叩く。 

うつち や わら 

「僕の ことなん か打棄 つてお いて 呉れ。 無鉄砲 を嗤ゎ 

れる 資格 は 充分に 有る の だから …… 」 

本年 二十 五 歳の 僕 は、 十五 年後に は 四十 歳に なって 

しまう。 おお 四十 歳。 今 僕の 機嫌 を とってくれ ている 

魚 戸が 今年 四十 歳の 害で あ つ た。 

(おお、 あたら わが 青春 を 本艇の 中で 錶 潰して しまう 

のか。 ああ、 われ は あわれな 宇宙 囚！ 残念な …… ) 



大 警告 



艇長 リ— マン 博士に 面接す る 機会 は、 それから 一 週 

間 後に 来た。 

それまでの 一週間の 日 を、 僕たち は殆ん どこの 艇内 

の 生活に 慣れる ために 費 したよう な もの だ。 

僕の 私室 は 十六 号であった。 

はす t 力 

魚 戸の 部屋 は、 その 斜 向い側の 十七 号であった。 そ 

の 隣室の 十八 号が、 宣伝 長 イレネ 女史の 寝室 だ つ た。 



持って いるの か、 同胞の 一人と して その 所信 を 正して 

置きたかった こと、 その外に、 彼が 今度の 宇宙旅行に 

参加す るに ついて 如何なる 見識 を 持って いるかと いう 

ことであった。 まさか 彼 魚 戸と もあろう ものが、 単な 

る 恋愛の こと や 一 時の 好奇心で、 向う 十五 年の 貴重な 

年齢 を 無駄 費い し、 五十 五 歳に して 地球へ 帰る こと を 

承知して いると は 思われない。 そこに は 何 か 考えて い 

る ことがあ るので はなかろう か。 たとえば 途中に て 脱 

あら かじ 

走の 手段な ど を 予 め 研究し 用意して あるので はな か 

) ) ^ o 

ろう 力 

とにかく、 このところ 僕 を 悩ます 最大の もの は、 宇 



〜」 

うなず 

艇長 は、 にっこり 笑って 肯 いた。 

「われらの 統領の 名前 はいえない。 仮り に Z 提督と い 

うこと にして 置こう。 この 統領 Z 提督が、 こんどの 超 

冒険 旅行の 計画者で ある わけ だ。 わした ち は、 絶えず 

統領から 助言 をう け、 命令 を 受取 つてい る」 

「すると、 その 統領なる 人物 は、 ドイツ 本国に いるの 

です ね」 

「いいえ、 ドイツの 占領地帯 である 某 高山 地方に おら 

れる。 そこに は 世界一 の 天文台と 気象台と 通信 所な ど 

が ある。 尤も 統領 は、 時に ベルリンへ 出かけて、 政府 



「わしの いう 他の 者 は、 火星人の 如き 者 かもしれ ない。 

しかし われらの 研究に よると、 火星人で はない ように 

思われる 節が ある。 いずれ そのこと は 火星へ いって 取 

調べる つもり だが、 わし だけの 考えで は、 もっと 遠方 

から 飛来して 来た 者で はない かと 思う。 わし は 今 仮り 

にこの 油断の ならぬ その 者 を、 X 宇宙 族と いう 名 を 

も つ て 呼ぶ ことにしよう」 

せん リ つてき 

「X 宇宙 族。 なるほど、 こいつ は 戦慄 的な 名前 だ」 

と、 さっきから 黙りこく つていた 魚 戸が、 顔 を あげ 

つぶや 

て 眩 いた。 

「しかし それ は 合点が いかぬ ですな あ。 一体 わが 太陽 



系で は、 生物が 棲息して いるの は、 わが 地球と、 その 

外に 若し 可能 ありと すると 火星し かない。 他の 遊星に 

は、 生物の 棲息で きる 条件がない という こと を 聞いて 

います ぜ。 すると 火星 以外の どの 遊星に、 その X 宇宙 

族と やらいう 生物が 棲息して いるので すかな あ」 

ベ ラン 氏 は、 信じられな いという 顔 付であった。 

「さあ、 X 宇宙 族が、 どこから 発足した 生物 だか、 わ 

し は 今 説明す る 材料 を 持って 居らない。 だが、 今い つ 

たこと は、 多分 間違いな いものと ひそかに 信じて いる 

の だ」 

と、 艦長 リ ー マン 博士 は 前言 を 再 確認した あとで、 
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リ— マン 博士との 初 会合が 終了した 後で、 僕 は 自分 

の 頭が 張子で はない かと 疑った。 

この 世に は、 恐ろしく 頭脳の 鋭敏な 人物が いるもの 

だ。 

ご まか 

それにしても、 なんだか うまく 胡 魔 化された ような 

ところが あるよう な 気がして、 自分の 部屋へ 帰る と、 

リ— マン 博士の 言葉 をもう 一 度 復習して みた。 だが、 

その 結果、 ますます もって 博士の 着眼点の 凡なら ざる 



爆笑の 余韻が 消えて しまつてから、 僕 は 一 座 を 見廻 

した あとで、 仲間のう ちでの 最強 者と 思われる フラン 

ケに顔 を 向け直した。 

「ねえ、 フランケ。 君 はリ— マン 博士の いった こと を 

どの 程度に 信じて いるの かね」 

うちゅうせんべ い 

「全面的に 信じて いる。 僕たち は 宇宙 尖兵 だ。 人類 最 

高の 任務に つ いている と 信じて いるよ」 

フランケ らしい 率直な 返答だった。 

「ふうん、 そうかね。 ところで 君 は、 さっき、 博士の 

話に 出て きた X 宇宙 族と われわれ とが、 どの 地点 —— 

という か、 それとも どこの 空間と いった 方が いい かも 



「ふうん、 二 年後 か。 大分 先が 永い ね。 それまでに、 

われわれ は、 何も しないの か」 

「いや、 しない こと はない。 まず 最近、 月世界へ 着陸 

する だろう - 

「月世界へ 着陸す るって。 月世界に は 空気が ないから、 

僕たち は 下りられないだろう ね」 

「それ は 心配ない。 空気 タンク を 背負い、 保温 衣 を 着 

て 下りて いけば いい」 

「なるほど、 しかし われらの 究極の 目的地 は 火星より 

ももつ と 遠方の 空間に 有る わけなんだろう。 月世界へ 

寄って 道草 を 喰う の はつ まらん じ やない か」 



といって、 イレネ は 三 つば かりの 新聞 電報 を 朗読し 

た。 

「次に、 全世界に おいて、 本艇の 行動に つき、 盛んな 

る 論調が 流れて います。 本艇の 任務 を壮 なりと する も 

のが 十五 パ アセント、 冷笑ない し 否な りと する ものが 

八十 五パ アセントです。 後者に ついて、 その 論旨 を 要 

約 すれば、 〃リ— マンと その 後援者 は 気が 変にな つた 

うちゅうじん 

の だ。 彼ら は 自ら 宇宙塵と なる ために 出発した の だ， 

"あたら 貴重なる 資材と 人材と を 溝川の 中に 捨てる よ 

うな この 挙に 対し、 全く 好意が 持てない。 これに 許可 

を 与えた 政府 要人に も 重大なる 責任が 存 する， 〃遊星 



植民に 成功す るまでに は少 くと も 今後 百 五十 年の 歳月 

を 要する の だ。 今日 それに 成功す ると 思って いる 者が 

あったら、 それ は イソ ップ 物語に 出て くる 牝牛と 腹の 

膨 ましつ こ をす る 青蛙の 類であろう〃 〃本当に 大宇宙 

に 人間以上の 高等生物が 棲んで いるなら、 われわれ は 

徒らに 彼ら を 怒らせ 刺戟させる を 好まない。 睡れる 

獅子の 目を覚まして 自ら 喰われて しまう なんて、 誰で 

も 歓迎し ないで あろう， 〃それ は 或る 重大なる 政治的 

狙い を 秘めた る 某国の 謀略 だと 認めざる を 得ない〃 I 

I まあ、 このく らいに して 置きましょう。 これによ つ 

て 見れば、 罵言 は 一切 根拠のない ものです が、 特に 注 



「政治 方面の こと は、 ヮグナ —君 を 措いて 論ずる 資格 

ある 者な しです よ」 

「あら ヮグナ ー さんが …… 。 お 見 それして いました わ- 

あんまり 普段 温和し くして いらっしゃ るので、 学芸 記 

者 かと 思って いました わ」 

と、 ミミ はちよ つと 首をかしげて みせて、 

「では ヮグナ —さんの 前に ひれ 伏して、 お教え を 乞い 

上げます わ」 

ヮグナ —は、 苦しそう な 咳払い を 二つ 三つ やって か 

ら、 

「われらの リ ー マン 艇長の 敵 は、 むしろ 国内に ありと 



いいたい のです。 彼等 は、 表面 はすこぶ る 手 固い よう 

に 見える、 いわゆる 自重 派です。 だが、 リ ー マン 博士 

にい わせれば、 彼等 こそ、 わが 民族の 躍進 を 拒み、 人 

みのが 

類の 幸福 を 見遁 してし まう ところの 軽蔑すべき 

ぼんようせ いじ か 

凡庸 政治家 どもです。 彼等 は、 リ— マン 博士の 活躍 を 

阻止す るた め、 あらゆる 卑劣なる 手段 を 弄して います _ 

彼等が 特に 力を入れて いるの は 言論です。 彼等 は 今や 

やくろう ちゅう 

わが 幹部 政治家 を ほぼ 薬籠 中 の ものと する ことに 成 

功し そうです。 そして 今 わが国 民 を も 彼等の 思う 色彩 

ま ひ 

に 塗 りかえ、 あらゆる 進取 的 精神 を 麻痺させる ために 

その 用意に 掛 つてい ます。 本艇の 冒険 旅行の 計画者で 



ある Z 提督が、 は つ きり 表面に 顔 を 出さな いのも、 元々 

そういう 事情 を 考慮しての ことです。 彼等 は 今のと こ 

ろ Z 提督と リ ー マン 博士との 関係に 気が ついていない 

からい いような ものの、 もし それが 知れたなら、 非難 

と 中傷 は 数倍に 激化し、 われわれ はこの 緊急なる 事業 

を 中止し なければ ならなくなる でしよう」 

「じゃあ、 悲観的な こと だらけで すわね」 

「まずそう いっていい でしよう。 しかし 本艇が こんど 

の 冒険 旅行で もって、 国民の 目 を瞠ら せる ような お 土 

産 を 持って 帰る ことができれば、 話 はまた 自ら 変って 

きます」 



「お土産と は、 どんなお 土産です」 

「それ はリ— マン 博士が さきにい われた X 宇宙 族 を 探 

し 当て、 これ を 生きた ままで 地球へ 連れ込む ことに 成 

功す る ことです。 これが うまくいけば、 いかなる 反対 

者と いえ ども、 最早 黙って しまう でしよう。 X 宇宙 族 

を 目前に 見た 国民 はき つ と 沸き あがる でしよう から、 

反対者 はもう 下手な 発言が 出来なくなる のです」 

「今 ヮグナ —さんから 伺った ところに よれば、 本艇 

の 成功と 失敗との 岐路 は、 X 宇宙 族 を 捕える かどう か 

に懸 つてい るの ね。 それ はまる で 大洋の 底に 沈んだ 指 

環 を 探し出す くらいの 困難な 仕事です わね え。 そうお 



科 辞典な どが、 ひとりでに するすると 卓子の 上 を走リ 

出す ことだった。 

あげく 

その & 句、 下に 落ちる こと もあった が、 見て いると 

こしら ハンカチ 

金属で 痏 えて ある 灰皿が、 まるで 手 巾 か 紙 かが 落ち 

でもす るよう に ゆっくりと 落ちて いくのに 気が つ いた 

が、 そのと き は、 頭が 変にな つたので はない かと 思つ 

たので、 別に さわぎ はしなかった。 

これ を 異変と して、 はっき リ おどろきの 声 を 出した 

の は、 いっか 倶楽部の 壁に ミミが 吊り下げた 水彩画の 

額が、 どういう わけ か、 九十 度 横に 曲った まま、 元の 

位置に かえり もせず、 じっとして いるの を 見付けた と 



るい」 

僕 は 悪寒に 似た もの を 感じた。 

それから 四 五日す ると、 誰も 彼 もが、 急に 足 許が わ 

るくな つたよう に、 床の 上で つるり と 滑って はつん の 

める ことが 殖えた。 僕 は 一 日のう ち 七 回 もこ ろんだ。 

壁 や 卓子に 頭 をぶ つ つける こと 五 回に 及んだ。 或ると 

き、 ころんで 起き 上った ところへ、 ちょうど 魚 戸が は 

いってきて、 僕と 視線が 合った。 

「おい 魚 戸。 ひどい 目にあう もんだ な あ。 今日は 瘤ば 

かり， J しらえ て いる ぞ」 

と、 こっちから 声をかけ ると、 魚 戸 は 要 慎ぶ かい 腰 



ミ ミ もやつ ぱリ 同じ 考えで ある こと を 明らかにした- 

しげき 

これに 刺戟され たの か、 記者 倶楽部の 部員 六 名 中、 ベ 

ラン 氏の 外 は みんな 艇外 展望 を 希望した。 ベ ラン 氏 は 

力 力 

非常に 不機嫌で、 部屋の 隅に 頭 を 抱え込んで、 誰が 声 

を かけても 返事 一 つし なかった。 あわれに も、 氏 は 神 

経 衰弱 症に なった のであろう。 

ところがべ ラン 夫人 ミミ は、 それ をいた わるで もな 

く、 平気な 顔 をして いる。 夫人 も 記者 だそう で、 仕事 

の 上で はべ ラン 氏と は 別な 一 つの 立場 を 持って いるせ 

いで あるか もしれ ない。 それにしても、 僕に は 解せな 

い 奇妙な 夫婦 だ。 



展望 室 

申入れ が 通じて、 僕たち は 本 艇の頂 部の 一 部に 設け 

られ たる 展望 室に 出入す る こと を 許される ようにな つ 

た。 

それにしても、 艇長 リ ー マン 博士が よくこれ を 許し 

たもの だと 思う。 もちろん イレネが 僕たち 記者 連の 鼻 

息の 荒さ を 艇長に 伝えて 艇長 を 動かした せい もあろう _ 



そのと き、 戸棚の 中から、 魚 戸の 声が とびだした。 

はらわた しぼ 

その 声 は、 腸 を 絞る ような 響き を 持って いた。 

「おい、 岸 はいない か。 いたら、 すぐ 展望 室へ 来い。 

艇の 外に、 すさまじい 光景が 見える。 本艇は 宇宙 墓地 

のす ぐ 傍に 近づいた の だ。 早く 来い。 これ を 見な けれ 

. ま J 

とまでい つたが、 その あと はどうし たもの か、 声が 

消えて しま つ た。 

僕 は、 魚 戸の 声に、 元気 をと リ 直した。 そして 同室 

の 二人 を 促して、 ふたたび 展望 室へ 蚯け あが つてい つ 

たので ある。 



その 壜の ような ものの 中には、 銀色に 光る 大きな 

うちわ 

団扇の ような 電極が、 縦軸の 方向に 平行して おり、 そ 

れ から 壜の 外へ 長い ピストンの 軸の ような 金属 棒が 出 

ていた。 

このま わり を 白い 手術 着 を 着た 十 人ば かりの 人物が 

囲み、 息をつめて 壜の中 を 見て いた。 只 ひとり、 室の 

隅の 椅子に 坐って、 身体 を 震わせて いた 女が あった。 

よく 見る と、 その 女 は、 縫工 員の ベルガ— 夫人だった。 

「あの 硝子 器の 中の 電極の 間に 挟まれて いるもの を 見 

給え。 あれが ベ ルガ— 夫人が この間 生んだ 嬰児 だ」 

つかま 

ベ ラン 氏が 戸棚に 摑っ たままで、 身： K: を 横にして 



(おや、 ベ ラン 氏の 申出 を、 博士 は 承知した よう だぞ) 

僕 は 意外であった。 

するとべ ラン 氏 は その 場に 服 を 脱ぎ 始めた。 助手た 

ちが 傍に 寄って きた。 そしてべ ラン 氏が 服 を 脱ぐ の を 

手伝った。 ベ ラン 氏 は 一糸 もまと わぬ 裸体と なった。 

博士 は 例の 大きな 硝子 壜の 一 方の 底 を 電極と 共に 抜 

いて 待って いた。 裸の ベ ラン 氏 は 助手に 担がれ、 横に 

なって その 孔 から 硝子 壜の 中に 入った。 氏 は 中に 長々 

と 寝ながら、 満足そう な 笑み を 浮べて いる。 

博士の 手に よって、 電極が ベ ラン 氏の 足の裏 を 押す 

ように 差込まれた。 硝子の 底 蓋が 嵌られた。 接合 面の 



ていつ ものよう な 峻厳な 表情 を 続けて いたが、 やが 

て 重々 しく 唇 を ひらいた。 

「岸 君。 別に 説明す る ほどの こと もない が、 君が 見た 

とおり 生物 を 微粒子に して 空間 を 走らせ、 やがて 受信 

局で、 元の ように 組立て ると いう 器械なん だが、 今日 

やった ように 長距離 間で 成功した の はまこと に 悦ばし 

い。 ベ ラン 氏 もべ ルガ— 夫人の 幼児 も、 無事 ナウエン 

の 受信 局で 元のと おり 整形され たそう だ」 

「えつ、 あれが 成功した のです か」 

「そうなん だ。 もう 君 も 気がついて いると 思う が、 宇 

宙 旅行 をす るに は、 人間の 生命 は あまりに 短 かすぎ る _ 



そこで 本艇 において は、 妻帯者 を 乗り込ませて あるば 

かり か、 今後 も艇 内に おいて 出来るだけ 結婚 を 奨励し、 

一 代で 行けなければ 二 代で も 三代で も かかって 目的 を 

達する という 信念 を 今から 植付けて 置， J うと 思い、 そ 

れを 実行して いるの だ。 また 幼児 や 子供が、 宇宙旅行 

のうちに、 何 か 変った 生長 をす るので はない か、 それ 

も 確め たいと 思って いる。 しかし それにしても、 もつ 

と 手取り 早い 旅行 法が 考えられなければ ならない と 思 

い、 かねて 秘密に 研究 を 続けて いたのが、 君が さっき 

見た 微粒子 解剖 整形 法 だ」 

博士 は、 ここで 言葉 を 切って、 卓子の 硝子 板の 下に 



お い て ある 宇宙 図 を 指しながら、 

「わしの 今度の 旅行の 目的の 第一 は、 前に も 話した よ 

うに、 X 宇宙 族が 宇宙 のどの あたりまで 侵入して きて 

いるか を 確め る ことに あるが、 第二に は、 今の 微粒子 

解剖 整形の 装置の 一 組 を 月世界に、 もう 一 組 を 火星に 

据 付ける ことに あるの だ。 これ は 非常に 重大な 計画で 

あって、 もし これが うまく 据 付けられ、 完全に 働き だ 

おびた だ 

すと したら、 われわれ はなに も 年月の 夥 しく かかる 

宇宙 艇 などのお 世話にならないでも、 地球と 月と 火星 

の 間 を、 数 時間 乃.. 至 数十 分で 旅行す る ことが 出来る わ 

けだ。 更に 進んで、 もっと 遠い 宇宙へ も 行く ことが 出 



来る ように もなる の だ。 そういう わけ だから、 これ は 

如何に 重要な もので あるか、 君に も 分る だろう」 

博士の 説明 をう けて、 僕 は 感歎の あまり、 首 を 前に 

ふるば かりだ つ た。 博士 は 尚 も 言葉 を 継ぎ、 

「ベ ラン は 火星 以外に 生物が 棲んで おらぬな どと い つ 

ていたが、 宇宙 は 広大 極まる、 仲々 そんな もので はな 

い。 生物の 棲んで いる 星 は、 実に 無数に ある。 その 中 

で、 わしが 目 をつ けて いるの は、 わが 地球人 類に 対し 

て 既に 挑戦 的 態度に 出て いると 信ぜられる ところの 彼 

の X 宇宙 族 だ。 これ はわし のこれまでの 研究に よって 

推察す ると 、 ど う やら 竜骨座 密集 星団 系 から 出て 来た 



非 有機的 生物 —— というと 地球の 学者た ち は 一 言の も 

とに 馬鹿な という かもしれ ない が、 とにかく 非 有機的 

生物 だと 思われる。 争闘 はこれ からだ。 われわれ 地球 

人類 は、 一刻 も 油断して いられな いの だ。 今 われわれ 

せんべ ん うちゅうせんべ い 

は、 ようやく 宇宙旅行の 先鞭 をつ け、 宇宙 尖兵と して 

こうして 大宇宙に 乗り だした が、 既に 時機が 遅く はな 

かった かと 心配して いるの だ。 X 宇宙 族 は、 智力に お 

いても 勢力に おいても 恐るべき 奴 だ。 さて、 これから 

先、 どんな ことが 起る かもしれ ない が、 あと 一 ヶ月ぐ 

らいで、 いよいよ 月世界に 上陸す る ことが 出来る 箬 だ。 

どうか 君 も、 気 を 大きく 持って、 この 天業に 力 を かし 
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